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2. LV理論は,磁性体 と 3Heの間の磁気的相互作用を摂動と見なし,両者の間に
小さな温度差があるときのエネルギー流を摂動論で求めるOカピッア熱伝導は次の表式
であたえられる｡














め.(t)は ¢3(t)よるはるかにゆ っくり変化するので, (1)の時間積分を















































ッア熱伝導は (電子ス ピンの大きさ抱 として ),







この γ1 があまり温度で敏感に変化しないならば, (7)は (4)と同 じ温度依存性をも
つ｡大きさにっいては,同じGを仮定 して,
KKLAv 滝 ,2(等 ,(言) (9)
LVの採用 した値は如 1ル B= 7×10-3Kに相当するから, (9)の右辺は 10wl/rl程















7-(T-TN)TN-1,Eoおよび γO- Aao は温度にはよらないコヒレーンスの長さお
よびダンピング定数である｡
(10)を (8)に代入 し,kに関する和を3次元波数空間の積分におきかえると,
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っま り,転移点に近ずくにしたがってKAは (T-TN)砲に逆比例して増大するのであ
る｡
KA のもうひとつの特徴は, 4Heをわずかに混入 して磁性体表面を 4Heでおおった
とき,0になってしまうことである｡ これら2つの痔徴をチェックすれば,カピッア
抵抗に吸着層が寄与しているか否かがわかる｡
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